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論文の内容の要旨

　本研究では，標識化を取り上げて，その理解支援効果を検討する。標識化の理解支援効果をあつかった先行研

究では，標識化がテクストの構成構造を強調し，理解に定性的な効果を与えること，また，標識化による読解方

略の変更がテクスト構造の理解を支援することが明らかにされた。しかし，定性的立場を採用せず，系列構造の

理解を検討していない。そこで，場面構成の系列構造の理解におよぼす標識化の効果に焦点をあて，読解方略に

まで踏み込んで検討した。

　研究Iでは，標識化による場面構成の明示について検討した。5つの調査から次の3点が示された。第ユに，物

語テクストでは多くの切れ目が場面構成の背景となっていることが示された。第2に，通常は，場面の切れ目は

明示されないことが示された。第3に，場面構成の標識化が独自の形式的特徴を持ち，場面の切れ目に時問的余

白を挿入することで場面構成を明示することが明らかになった。以上から，場面の切れ目は多彩な切れ目の中に

埋没し，明示されないが，十分な時問的余白を取り入れて標識化すると，その場面構成は明示されることが示さ

れた。

　研究1では，標識化による構造方略の使用について検討した。実験1では標識化した場合について，実験2で

は標識化しない場合について検討した。2つの実験から，標識化が構造方略の使用に異なる効果をおよぼすこと

が示された。場面構成を標識化すると，構造方略をある程度は習得している群が意味的構造方略を円滑に使うこ

とができた。しかし，標識化しないと，意味的構造方略の使用に抑制的な効果をもたらすことが示された。

　研究皿では，構造方略の処理特性と変更過程を検討した。実験3から，受け手が用いる構造方略は時間経過に

ともなって，配置から修正へと構造方略の使用が変更されることが示された。実験4から，構造方略は，発達に

したがって，配置中心から修正申心へと変更されることが明らかになった。実験5と実験6では，目標構造や要

点場面を明示すると，修正を中心とする構造方略が多くあらわれることが明らかになった。以上から，受け手が

用いる構造方略は時間特性や発達特性を持つことが示された。また，受け手に対して基準となる構造形式を明示

すると構造方略は修正を申心とした方略に変更されることが明らかになった。

　研究1Vでは，標識化による修正支援と系列構造の理解について検討した。つまり，標識化が受け手の修正方略

を支援し，系列構造の理解を質的に高めるかどうかを検討した。実験7から，標識化の有無の効果を検討したと

ころ，標識化が無い場合に，修正をある程度は使える群で系列構造の理解が低かった。実験8では，場面の切れ
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目を適切に標識化した場合に，場面が正位置になるように修正が促された。以上から，標識化することが，標識

化は構造方略の中で特に修正を支援することが示された。特に，場面の切れ目を正しく標識化すると，受け手の一

修正は支援され，系列構造の理解が質的に向上することが示された。

　以上の研究から，標識化の理解支援効果は次のようにまとめることができる。通常，テクストの中で場面の切

れ目は明示されないが，標識化すると，受け手には基準となる構造形式が明示される。すると，テクストの読解

中に，受け手は構造方略の使用が促される。この構造方略は独自の処理特性と変更過程を持っている。結局，標

識化は基準となる構造形式からのズレを明示することになり，受け手の修正が支援される。結果として，受け手

の系列構造の理解は質的に高くなり，作り手の意図した構成構造を理解できるようになる。以上のように結果を

まとめることができる。しかし，標識化の理解支援効果については検討が始まったばかりであり，さらに知見を

積み重ねることが必要である。

審査の結果の要旨

　標識化の理解支援効果については，テクストの人閻中心デザインために研究すべき重要な課題であったにもか

かわらず，従来はあまり研究が行われてこなかった。この研究では場面問に切れ目を入れることによって，構造

形式が明示され，構造方略の使用が促進され，系列構造の理解が質的に高くなり，促進されることが示された。標

識化が時間的余白に限定されているという難点はあるが，標識化には理解支援効果があることを明確に証明した

点および標識化の効果が絵画配列法を用いて定量的に研究できる方法を確立した点で高く評価できる。

　よって，著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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